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研究の目的

乳児の発育，発速には多くの因子が関与している。乳児自身のもつ遺伝的個人差や，環境との

複雑な相互作用により乳児は発育していくと考えられる。乳児の発育に関連する複数の現象を種

種の評価法を用いて許価し，それ等の相互関係をコンビューターを用いて分析した。従来の乳児

の発達の見方とは異なる視点からも分析した。即ち新生児期，乳児期における環境因子と，児自

身の精神発達，連動発達などとの関係について，種々の現象から総合的に分析し，乳児期におけ

る望ましい養育のあり方について知ろうとした。

研究の経過結果

東京，神奈川，長崎で ObstetricalComplications Scale， Postnatal Complications Scale等

で評価吉れ選ばれた乳児53名について，経過観察が行われた。

生後3，10， 30自にブラゼノレトン新生児行動評価 (NBAS)，生後10日， 6カ月1<::環境測定としで

用いられる Caldwellの家庭観察評価法による評価，文母子相互作用許価の修正版として Egeland

の評価法を用いて評価した。生後6，12カ月には Bayley乳幼児発達検査，なお生後6カ月1<::，

Carey乳児用行動様式質問の日本版を使用，生後12カ月KNugent両親期待選好尺度を実施し，そ

の他基礎資料として，出生順位，男女，地域，母の学歴等も加え，合計 114項目の評価値に関し

コンビューター分析を行い，単純集計をはじめ，相関分析及び多変盤解析(因子分析，重回帰分

析，数量化理論 I類，クラスター分析)等を行った。

その結果，祖母の乳児への関わり合いや， 1カ月時点での運動発達の程度，等々から12カ月時

点、での発達程度が或る程度予測された。勿論乳児の発達において，一つの現象だけをとらえて，

将来を予測することは殆ど不可能であるが，複数の現象を種々の評価法を用いて評価し，総合的

に判断すれば，或る程度の発達予測は可能と恩われた。
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I はじめに

今回の研究報告は，前報。から白継続研究であるが，

主な相違点は以下の3点である。第 1点は，前報では東

京・神奈川の新生児の養育環境・行動・発遠心関連をま

とめたが，今回の報告では長崎の資料2)も合わせ追加し

た点である。大都市の代表として東京，都市近郊として

神奈川，日本古来の文化を比較的多く残している地方と

して長崎の五島列島を選んだ。第2点は，それらの健康

な新生児を生後12か月まで継続的IC経過観察してまとめ

た点である。第3点は，前報では新生児行動評価ICつい

て日本人と米国白人との比較ができたが，今回は米国で

の資料が入手できなかったので，日本人のみの資料であ

る点である。

この研究では，今後も同対象児の発育・発速を縦断的

IC経過観察していく予定である。将来は，米国白人，エ

スキモー人，中国人，ドイツ人などと，遺伝的また環境

的女化的な背景を考慮しながら比較研究する予定である。

そのため乳児の発達や環境の評価は米国ハーパード大学

小児科教授 T.Berry Brazelton遠のグノレープと打合わ

(長崎大学医療技術短期大学)

係について調べ，乳児期における望ましい養育のあり方

について模索した。

乳児の発達において Iつの現象だけをとらえて将来を

予測する乙とはほとんど不可能である。しかし，種々の

現象を総合的に分析できる種々の統計的手法ならびにそ

れを手軽Kコンビューター分析可能にしているソフトの

関発も数多く行われているので，それらを用いて解析し

乳児の発達を従来由見方とは異なる視点からも分析した。

E 対象

東京都愛育病院出生の乳児21名，神奈川県東海大学病

院出生の乳児12名，長崎県五島列島で出生の乳児20名，

計53名(男児27名，女児26名，第 l子27名，第2子16名，

第3子6名，第4子3名，第 5子 1名)を対象とした。

生後3日目IC妊娠・出産IC特IC異常のない健康な新生児

を選びだした。児の選定基準は前報。の通りである。 ζ

れらの対象児は ObstetricalComplications Scale4
) • 

Postnatal Complications Scale5
) .で評価し，標準

以下のものはなかった。

せをしながら行っている。 IV 方 法

E 研究目的 表 1IC示すように，各日月齢白乳児を各々の評価法に

より評価した。

乳児の発育・発達には多くの因子が関与しており，乳 生後3日自に，出産した病院の静かな一室でプラゼル

児自身のもつ個人差と環境との複雑な相互作用により乳 トン新生児行動評価6) (以下 NBASと略す)を施行し，

児は発達していくと考えられている 3)。乳児の発達IC関 産科カルテ記載より ObstetricalComplications Sca-

速する被数由現象を種々の評価法を用いて評価l.それ leを採点した。病産院退院時に新生児科カルテより

らの相互関係を多変量解析などを用いて，新生児期，乳 Postnatal Complications 8caleを採点した。

児期における環境因子と児自身の心理的運動発達と白関 生後 10日目(長崎のみ 14日〕に家庭訪問を行ない，
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表 1 評価方法

日月齢 評 価 法

3， 10， 30日 新生児行動評価 (Brazelton)

3日 Obstetrical Complications Scale 

退院時(7日頃)Postnatal Complic叫 ionsScale-

10日， 6か月 環境測定の為の家庭観察 (Caldwell)

10日 母子栢互作用評価法(Egeland)由修正版

6か月 乳児用行動様式質問(Carey)呂田本版

6， 12か月 Bayley乳幼児発達検査

12か月 両親期待選好尺度 (Nugent)

安(不安)，授乳中の母の行動(母授乳)，授乳中の児の

行動(児授乳入母由情緒的・言語的反応(母情緒)，児

とかかわろうとする母の行動〈母行動)，多様な日常刺

激の機会〈刺激〉の工亙旦を選んだ。生後6か月の家庭

観察では， Caldwellの中で，母情緒，罰や制限由控え

方(罰)，環境の整い方(環境)，母行動，刺激の五重旦

を選んだ。

祖母，不安，母授乳，児授乳の4項目の許イ面は 5点の

尺度で採点し，各々，家庭訪問時に祖母由育児への介入・

重量加の程度が高い程，検者の訪聞による母の不安が多い

程，授乳中の母児の状態が安定して優しさが感じられる

程，高い点数がつく評価で行った。母情緒，罰，環境，

母行動，刺激の5項目の評価は，数個の細項目由うち評

NBASを評価し，環境測定のための家庭観察 7) (以下 価可能であった細項目に対するプラスの細項目の割合を

Caldwellと略す)，母子相互作用評価田の修正版〈以下 10倍した値で評価した。

Egelandと略す)を行った。乙れらの評価法の採点基

準は前報。IC示す通りである。

生後30日自の 1か月健診時(長崎のみ自l愛)に，静か

な一室で NBASを評価した。 1人の新生児に関して同

じ検者が評価し経過観察した。

生後6か月時は児の健診時または家庭訪問時にベイリ

ー乳幼児発達検査9)(以下 Bayleyと略す)， Caldwell 

を行い，乳児用行動様式質問紙 10)の日本版(以下Carey

と略す)について母親に回答させた。

生後12か月時は児の健診時または家庭訪問時KBayley

を行い，両親期待選好尺度 11) (以下 Nugentと略す〉

を母親に回答させた。

各地域の乳児の評価は原則として各々の地域の検者が

行った。 NBASIC関しては信頼性テストで検者間の信

頼性を確かめ， Caldwell， Egeland， BaYley K関して

は複数の検者で評価し，検者間で評価IC差が生じないよ

うにした。

NBASの結果は.Seven Clustering値のうち欠測値

の多かった habituationとreflexesを除いて.onen-

tation (以下orien.)，motor. range of sta胞(以下

range). regulation of state (以下回g.入autonomic

stability (以下aut.)の5項目を計算し，生後3，10， 

30日の計3回の評価で合計基翠旦を選んだ、。それぞれ良

好と考えられる程，高い点数百っく評価である。

Complications Scale ~C関しては，他の項目との有

意な関連が見出されなかったので1〉，今回は除外して分

析した。

生後10日の Caldwell，Egeland IC関しては，新生児

IC当てはまる項目を選んだ。育児に対する祖母の参加の

程度(以下，祖母と略す入観察者の訪問による母の不
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Bayley に関しては， MDI(精神発達指数)， PDI (運

動発達指数)の2項目の他， IBR (乳児の行動静価〉の

中で人への対応(以下，人対応と略す)，検者への対応

(検者対応)，母への対応(母対応)，検者との協調〈協

調入見知らぬも由への対応(警動心)，身体白緊張(緊

張)，楽しさの度合(楽しさ入物への対応(物対応入

目標達成努力(目標)，注意の向け方(注意)，行動の真

剣さ(真剣)，身体活動量(活動)，刺激K対する反応の

しやすさ(反応)，知覚函で興味のあるものをながめる

I見る)，音を聴く(聴く)，声を出す(発声)，テープノレ

の土でおもちゃや手をたたく〈たたく入手を使ってい

じる(いじる入身体を動かす(身ぶり)，指しゃぶり

〈指)，おもちゃをロに入れる(玩具)，運動力のレベル

(運動力)，粗大筋肉運動の調整(粗大)，微細筋肉連動

の調盤(微細)の24項目を選んだf。それぞれ良好な程，

または強い程，高い点数がつく評価である。前半21項目

は9点，後半3項目は5点の尺度で評価した。 Bayley

に隠しては， 6か月と12か月で合計笠重皇を選んだ。

Careyに関しては.activity (以下， activ.と略す)， 

rhythmicity (rhythm.)， approach (appr.)， ada-

ptability (adapt.). intensity Cinten.). mood. pe. 

rsistence (pers.). distractibi1ity Cdistr.). threshold 

Cthresh.). spontaneity (spont.). responsiveness 

(resp.)の11項目を選んだ。それぞれ，活動性が高い程

日常生活が')ズム的でない程，近よりがたい程，適応性

がない程，自分の意志が強い程，気分が良くない程，持

続性がない程，注意を他にそらすことができない程，域

値が低い程，自発性が高い程，反応性が高い程，高い点

数がつく 6点の尺度で評イ面した。

どんな子になってほしいかという両親期待選好尺度に
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関しては，おとなしいH 活発(以下，活発と略す)，自

己主張の強いH 紫直な(索直).~函固な特性格が軽い

(性格軽)，独立心の強いH 従順な(従順)，指導者タイ

プH 人に従う(従う)，望みの高いH 低い(望み低)，人

民認められなくてもコツコツやるH ほめられると喜ぷ

〈喜ぶ)，とんとん行動する刊行動する前に考える(考え

る入信心深いH 俗世間的(世間入余裕をもっH 冒険的

(冒険入大変明るい日普通(明普通)，静か仲良く話す

(話す)，気持を外に出すH 外に出さない(気持)，人と

競い合う仲人と協力する(協力)，自分iζ必要なことを

先にする H 人のことを先にする(人先入周囲とうまく

やりたいH ゴーイングマイウェイ(マイ入芸術的H 科

学的(科学入運動の優れた曲学聞の優れた(学問)，知

らない人と打ち解けない叫すぐ打ち解ける(打解)，人

が快く助けてくれるH 独立独歩(独立〉の20項目につい

て評価した。各々前者を期待するほど低い点数，後者ほ

と高い点数のつく 7点の尺度でヨ制面した。

そ自他，基礎資料として，出生順位，男女，地域，母

の教育年数の 4項目を選んだ。以上，下線を引いた項目

白合計 114項目白評価値に関して， NEC， PC9801 VM4 

のパソコン，社会情報サービス「多変量解析システムJ

白ソフトを用いて集計し，相関分析及び多変量解析(因

子分析，重回帰分析，数量化理論I類，クラスター分析)

を行った。

単純集計では地域別，男女別に集計し，それ以外白分

析では53例まとめて解析した。相関分析では 6，12か月

のBayley，6か月四 Caldwellを中心に相関関係を解

析した。因子分析の場合は， 6か月の Caldwe1l5項目，

出生順位・性・地域・母の学歴の4項目，並びIe6， 12 

か月の MDI，PDIの4項目，計13項白を共通 IC，111 

NBAS 15項目を加えた合計28項目， 1216か月 Carey11 

表2 生後10日白家庭観察 CCaldwel1と Egeland)

項目を加えた合計24項目， 1316か月 IBR24項目を加え

た合計37項目， ω12か月 IBR24項目を加えた合計37項

目， 15112か月 Nugent20項目を加えた合計33項目につい

て，主成分分析ICよりパリマックス回転後の因子負荷最

を第5因子まで算出した。数鼠化の場合は，各項目を2

-6カテゴリーに区分して計算した。以上の多変掻解析

に関して欠担l値のある場合，そり症例は除いて29例以上

資料白そろった場合のみ計算した。

V 結果

1. 単純集計

新生児期の NBASIC関しては前報 1)で詳述したので

省略する。

東京，神奈川，長崎の 3地域別に，生後10日の Cald-

wellと Egelandの平均値土標準偏差値を表 21C示す。

新生児期の神奈川の家庭では，祖母の育児への介入・参

加の程度が少なく，授乳時の母親に優しさが感じられに

くい傾向であった。長崎の家庭では，母の情緒的・言語

的反応，児とかかわろうとする母の行動，多様な日常刺

激の機会が少ない傾向であった。

生後6か月の Caldwellを表 31C示す。 3地域の家庭

環境に大きな相違は見出されなかった。

生後6か月の Careyを表4に示す。母親の乳児に対

する印象として，東京の母親は自分の児の活動性が比較

的高いと感じ.神奈川白母親は児の気分が比較的良いと

感じ，長崎の母親は，児の己とを適応性がなく，持続性

がなく，ちょっとしたととですぐ気が変わる児であると

感じている傾向がみられた。

生後 6，12か月の MDIとPDIを表 51e示す。 MDI

とPDIを比較すると 6か月時ではほぼ同じ値であった

項 目
東京 8 例注〉 神奈川 10例 長崎 20 例

平均土標準偏差 平均土標準偏差 平均土標準偏差

母 情 緒 9.00" 1. 60 7.40 土1.08 6.35**土2.46

Caldwell 母 fT 動 9.00土1.07 8.00 土1.89 3.45帥*土2.16

刺 激 9.00土1.41 7.50 土2.64 3.65***土3.79 

祖 母 2.40土0.75 1. 50本*土0.53 2.20 土1.44 

Egeland 
不 安 2.30土0.47 2.40 土0.52 2.85' 土0.88

母 授 乳 3.89土0.30 3.35"土0.36 3. 55 dヒ0.48

児 授 乳 3.06土0.35 3.11 土0.45 2.81 土0.57

注)祖母と不安のみ2日例

*: p<0.05，料 :pく0.01，帥， : p<O. 001 (以下の表も同様)
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表 3 生後6か月の家庭観察 (Caldwell)

項 目
東京 17 例

平均土標準偏差

母 tli 緒 7.88'" 1. 32 

罰 8.41土1.00 

環 境 7.94土1.03 

母 行 動 7.06土2.41

刺 激 5.710.2.62 

表 4 生後6か月の乳児用行動様式質問 (Carey)

乳児の行動様式
東jj( 21 例

平均土標準偏差

achVlty 5.04市本土0.57

rhythmicity 2. 72 土0.80

approach 2.61 土0.71

adaptability 2. 23 土0.59

intensity 3.84 土0.56

mood 3.05 土0.43

persistence 2.59 土0.55

distractibility 2.50 土0.47

threshold 3. 29 土0.85

spontaneity 4.84 土0.53

responSlveness 4.59 土0.62

表 5 6.12か月児の Bayley評価値

Bayley 評 価
東原 21 例

平均土標準偏差

6か月 MDI(精神発遥) 105.0土13.5

6か月 PDI(速動発達〉 102. 1土15.9

12か月 MDI(粉神発達) 115.2土11.1

12か月 PDI(運動発達) 100.1土11.0 

が.12か月時では MDIはPDIより平均 12.0高い値で

あった。地域別の評価として，神奈川由乳児の精神発速

が遅い傾向であった。

地域別の 6か月 lBRIC関して，神奈川の乳児は「協

調J.r物対応J.r目標J.r真剣J.r反応J.r玩具」の項

目の得点が比較的低かった。 12か月 IBRIC関してy 比

較的東京は「真剣J.r指Jが高く，比較的長崎は「母対

応J.r聴く J.r玩具」が高く.r見るJが低かった。

生後12か月の Nuger誌を表6に示す。各地域とも.12 

か月児IC対する親の期待として，おとなしい予より活発

な子を，静かな子より明るく良く話す子を，競争的な子

より協力的な子を，他の人とすぐ打ち解ける子を望む傾

神奈川 12例 長崎 20 伊j

平均±標準偏差 平均土標準偏差

7.67土1.37 8.40土1.31 

8.67土0.65 8. 15土O.75 

7.58土1.17 7:35土2.18 

5.92土1.08 5.80土2.42

6.25土2.73 5: 70土1.87 

神奈川 12例 長崎 20 例

平均土標準偏差 平均±標準偏差

4.87 土0.43 4.43 土0.53

2.53 土0.83 3.05 土0.65

2. 60 土0.58 2.87 土0.57

2.05 土0.35 2.95*本土0.57

3. 78 土0.58 3.49 土0.58

2.85**土0.53 3.53 土0.62

3.02 土0.76 3.43**土0.85

2.22 土0.47 2.64 土0.56

3.62 土0.54 3.93梅市土0.45

4.95 土0.59 4.50 土0.56

4.63 "'0.46 4.65 土0.56

神奈川 12例 長崎 20 例

平均土標準偏差 平均±標準偏差

90.3料土12.0 99. 1土 9.7

91. 8'本土12.1 100.4土 5.0

108.2*宇土10.4 118.5"'11.6 

103.1 "'12.5 105.8土18.3

向がみられた。地域差としては，東京の親は望みの比較

的高い子を，長崎の績は，学問ができるより運動ができ

る子を比較的望む傾向がみられた。

男女別の集計では，生後12か月の NugentIC関して，

男児に対しては女児と比べで，従順な子より独立心の強

い子を，余裕をもっ子より冒険的な子を，芸術的な子よ

り科学的な子を望む割合が有意 (pく0.05)に高かった

が，他白項目では有意差自生じた項目はなかった。

2. 相関分析

{日 6. 12か月四 MDI.PDIとの関連

生後 6.12か月の MDI.PDI閣の単相関係数の値を

表 71C示す。同じ月齢でMpIとPDIと白関連は， :6か
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表6 12か月児の両親期待選好尺度 (Nugent)

1 - 7の尺度

おとなしいーー活発

自己主張強一一索直

真面目な一一性格軽

独立心強一一従順

指導者一一人に従う

望み高い一一低い

コツコツ一一ほめられ喜ぷ

行動的一一思慮深い

信心深い一一俗世間的

余俗一一冒険

明るい一一普通

静か一一良く認す

気持出す一一出さない

競争的ーー協力的

自分優先一一他人優先

協調的一一マイウェイ

芸術的一一科学的

運動良一一学問良

打解けない一一打解ける

人の援助一一独立独歩

東京 20 例

平均土標準偏差

5.85土0.88

4.75土1.62 

2.85土1.57 

2. 70土1.13 

2.8日土1.15

2.40事土1.14 

3.00 "'1.59 

4.00 "'1.45 

4.25 "'0.97 

4.35土1.53 

2.35 "'1.35 

4.80土1.11

3.25土0.85

5. 15土1.46 

4. 05土1.28 

3. 25土1.48 

3.45土1.32 

3.40土1.14

6.00土1.03 

3.20 "'1.61 

表7 MDI. PDI閣の単相関 (52例)

項 目
6か月 6か月 12か月 12か月

MDI PDI MDI PDI 

6か月 MDI 1 0.54柿本 0.34本 0.17 

6か月 PDI 1 0.20 0.23 

12か月 MDI l 0.27キ

12か月 PDI l 

神奈川 11例 長崎 19 例

平均±標準偏差 平均±標準偏差

5.46"'0.82 5.79 "'1. 08 

4.82'" 1. 47 5.05 "'1.87 

2.9H1.22 3.68 "'1.42 

3.09土1.04 3.21 "'1.51 

3. 36土1.21 3.16 "'1.50 

3.46"'0.93 3.21 "'1.36 

3. 18土0.87 3.00 "'1.60 

4.27土1.10 4.68 "'1. 77 

4. 27ot0. 91 4.05 土1.58 

3. 360t 1. 50 4. 11 土1.85 

2. 18"'0.98 2.05 '" 1.13 
5.00土1.00 5.47 "'1.22 

3.46"'0.93 2.68 土1.34 

5. 00土1.10 5.05 "'1.87 

4.82土0.87 3.95 "'1. 93 

2.73'" 1.10 2.68 土1.70 

3.82"'1. 25 3.90 土1.76 

4.00土0.89 2.58**土1.35 

5. 27土O郎 5.47 土1.74 

2.82土1.08 2.32 土I臼

について表91(示す。精神発達と比べて巡動発達は関連

由ある項目が比較的少なく，生後30日の巡動能力白項目

の他は，有意Ir関連のある項目は全て 6.12か月の

Bayleyの項目であった。

生後12か月のMDIと他の項目との棺関を表10に示す。

6か月 MDI.PDIと比べ.Bayley以外の項目との関

連が比較的多かった。新生児期には，児自身の運動能力

が良いほど，また祖母の育児参加の程度が多いほど生後

月時には比較的高かったが.12か月時には比較的低かっ 12か月の精神発達は早かった。生後6か月時Kは，児自

た。 6か月時と12か月時との関連では.MDIどうし以 身の精神発達が早く，身体を動かす乙とが多かったり運

外は有意な関連は認められなかった。 動力のレベルが高いほど，また環境が整っていて，母の

生後6か月の MDIと他の項目との単相関係数が0.30 情緒的・言語的反応が良好なほど.12か月時の精神発達

以上であった項目に関して，その関連の程度を表81(示 は早かった。 12か月児に対する績の期待感として，学問

す。同じ月齢の Bayleyの項目との関連が非常に強かつ より運動の優れた子を望むほど，また人と競い合うより

た。新生児期には，児自身の運動能力や視聴覚刺激への 協力的な子を望むほど精神発達が早かった。しかし，基

反応性が良い程，自律調整能力が惑い程，また祖母の育 礎資料. 6か月時の Careyとは有意な関迎のある項目

児参加の程度が高い程，生後6か月の精神発達が早かつ は見出されなかった。

た。しかし，基礎資料. 6か月時の Caldwell.Carey. 生後12か月の PDIと他の項目との相関を表111(示す。

12か月時の Nugentの項目とは有窓な関連は見出され 8か月時と同様，関連のある項目は精神発達と比べて少

なかった。 なかった。母の学歴が低いほど，早期新生児期に視聴覚

生後6か月四 PDIと単相関係数0.30以上あった項目 車IJ激へ由反応が悪いほど，また6か月時1(児に対する罰
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表8 生後6か月の MDIと他の項目との単相関

項目名(評価法) 単相関係数(例数)

6か月物対応(lBR) O. 75肺補(53)

6か月いじる(lBR) O. 70柿 *(53)

6か月真 剣 (IBR) 0.65帥ペ53)

6か月反 応 (IBR) 0.63*紳 (53)

6か月注 窓(lBR) 0.60帥事(53)

6か月 目 標(lBR)
001 5548キ榊***((5533 ) 〉

6か月 PDI 
6か月活 動(lBR) 0.52*帥 (53)

6か月協 調 (IBR) 0.51木紳(53)

6か月身ぷり(IBR) 0.49*帥 (53)

6か月玩 具(lBR) 0.49辛料(53)

6か 月運動力(lBR) 0.42** (53) 

30 日 motor (NBAS) 0.41キ (33)

6か月警戒心(lBR) -0.41*率 (53)

12か月 目 様(lBR) 0.37** (52) 
6か月粗 大 (IBR) 0.37柿 (53)

12か月真 剣(lBR) 0.35* (52) 

6か月 検者対応(lBR) 0.34* (53) 

12か月 MDI 0.34* (52) 
30 日 onen. (NBAS) 0.33 (33) 

10 日 aut. (NBAS) -0.32* (53) 

10 日狙 母 0.32喉 (50)

30 日 aut. (NBAS) -0.31 (33) 
12か 月連動力(lBR) 0.30* (52) 

表9 生後6か月の PDIと他の項目との単相関

項目名(評価法) 単相関係数(例数)

6か月 MDI 0.54***(53) 
6か 月連動力(lBR) 0.48柿 *(53)

6か月組 大(lBR) 0.47*紳 (53)

30 日 motor (NBAS) 0.45場* (33) 

6か月物対応(IBR) 0.38** (53) 

6か月協 調 (IBR) 0.38帥 (53)
12か月 自 標(IBR) 0.38** (52) 
6か月 自 標(lBR) 0.35* (53) 
12か月 検者対応(lBR) 0.35* (52) 
12か月聴 ぐ(lBR) 0.33* (52) 

12か月真 剣(lBR) 0.33* (52) 

6か月反 応(lBR) 0.32本 (53)

6か月真 責1)(lBR) 0.32* (53) 
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表10 生後12か月の MDIと他の項目との単相関

項目名〈評価法) 単相関係数〈例数)

12か月 日 様(lBR) 0.64本*ホ(52)

12か 月 協 調(lBR) 0.51紳 *(52)

12か 月 学 問 (Nugent) -0.46柿 *(50)

12か月実 剣(lBR) 0.45制撤(52)

6か 月 環 境 0.42料 (48)

30 日 motor (NBAS) 0.42* (32) 

12か 月 反 応(lBRJ O.W* (52) 

6か月身ぷり(lBR) 0.40事*(52) 

12か 月 発 声(lBR) 0.38榊 (52)

12か月母対応(lBR) 0.37** (52) 

12か 月 協 力 (Nugen~) 0.35ホ (50)

12か月いじる(lBR) 0.35事 (52)

6か月 MDI 0.34ホ (52)

10 日祖 母 0.34ホ (49)

6か月運動力(lBR) 0.33* (52) 

12か 月 注 意(IBR) 0.33*， (52) 

6か 月 情 緒 0.32* (48) 

I 12か月警戒心(lBR) 0.31* (52) 

12か 月 活 動(lBR) 0.30' (52) 

表1.1生後12か月の PDIと他の項目との単相関

項目名(評価法) 単相関係数(例数)

12か月運動力(lBR) 0.54*紳 (52)

母学歴 -0.40帥 (52)

12か月身ぷり(lBR) 0.38肺 (52)

3 自 orient.'(NBAS) 一0.37**(52) 

12か 月 独 立 (Nugent) -0.33本 (50)

6か月罰 -0.32漕 (48)

12か月反 応(lBR) 0.31事 (52)

10 日 orient.- (NBAS) I '，-0.30' (52) 

表12 生後6か月四 Caldweliの項目問自単相関

(49例〉

項目 母情緒 前 環境 母行動 刺激

母情緒 l 0.15 0.19 0.31* 
00U218 2 

罰 l 0.19 0.18 
環境 1 0.52柿本 0.05 
母行動 ιλ l O. 15 
刺激 1 
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や制限が多いほど生後12か月の巡動発達は早かった。

(2) 6か月の Caldwellとの関連

生後6か月の Caldwellの項目聞の単相関係数を表12

K示す。児とかかわろうとする母の行動が多いほど，母

の情緒的・言語的反応が豊かであり環境が整っていた。

生後6か月白 Caldwellの項目と単相関係数が0.30以

上あった項目に関して，その関連の程度を表1311:示す。

6か月時の Bayleyと関連のある項目は比較的少なく，

基礎資料，新生児期の NBAS，12か月時白 Bayleyな

ととの関連が比較的多くみられた。

出生順位が早いほと，また新生児期11:新生児の状態が

変わりやすいほど6か月時11:母は情緒的・言語的反応が

鎧かであった。その場合， 12か月時の精神発達が早かっ

ザー.
~。

表13 生後6か月の Caldwellと他の項目との単相関

Caldwell 他の項目〈評価法) 単じ相関(例脈数数) 

母情緒 30 日 range(NBAS) -0.40* (29) 
12か月 MDI 0.32* (48) 
出生順 位 -0.30キ (49)

罰 30 臼 reg (NBAS) 0.42本 (29)

6か月 activ.(Carey) 0.38帥 (49)

母学歴 0.37材 (49)

12か月 PDI -0.32平 (48)

環 境 12か月 MDI 0.42紳 (48)
30 日 range(NBAS) 0.34* (29) 
10 日祖母 0.32ホ (46)

6か月注意 (IBR) 0.32* (49) 
出生順 位 -0.32本 (49)

母行動 12か 月 活動 (IBR) 0.47判 *(48)
出生順位 -0.45ホ* (49) 

12か 月 発声 (IBR) 0.40** (48) 
12か月いじる (IBR) 0.38帥 (48)
6か月 pers. (Carey) -0.37*唯 (49)
6か月 int (Carey) 0.36権 (49)

30 日 orien.(NBAS) 0.34* (29) 
10 日 reg. (NBAS) 0.32* (49) 
12か月身ぷり (IBR) 0.31* (48) 

12か月真剣(IBR) 0.31* (48) 

車11 激 3 日 aut. (NBAS) 0.43** (49) 
10 日 aut. (NBAS) 0.40紳 (49)
6か月 resp. (Carey) 0.39** (49) 
12か月考える (Nugent)ー0.32噌 (47)
6か月楽しさ (IBR) -0.32* (49) 

母の学歴が高く，新生児期11:新生児の状態調節能力が

良いほど6か月時11:母は部や制限をひかえる傾向にあっ

た。その場合， 6か月児は活発と感じる母が多かったが，

12か月時の連動発達は遅い傾向であった。

出生順位が早く，新生児期比祖母の育児参加の程度が

多く，新生児の状態が変わりやすいほど6か月時に児の

環境は整っており，児は検者11:対して注意をより多くむ

けていた。その場合， 12か月時の精神発達は早い傾向で

あった。

出生順位が早しまた新生児期後期に新生児の状態調

節能力が良く視聴覚刺激へ司反応性が高いほど6か月時

に児とかかわろうとする母の行動が多く， 6か月児は持

続性があり意志が強いと感じる母が比較的多かった。そ

由場合， 12か月時の Bayley検査で児は身体活動量，声

を出すζ と，手を使っていじることが多く，行動が兵剣

であると検者が感じることが多かった。

新生児期11:新生児の自体調整能力が高いほど6か月時

に日常刺激の機会は多く， 6か月児白反応性が良いと感

じる母親が多かったが，検査時11:児の楽しさの程度は低

かった。その場合， 12か月時11:親の児に対する期待とし

て考えるよりどんとん行動する乙とを望むζ とが比較的

多かった。

(3) 6，12か月 IBR，6か月 Careyの各項目聞の関連

IBRの各項目閣の相関を表1411:示す。 6か月時点では，

人や物11:反応・ l勤心を示し集中する傾向とそうでない傾

向， 12か月時点では，見知らぬ人や状況への反応，協調

を示す傾向とそうでない緊張傾向とが対比的特徴として

みられた。

6か月， 12か月の時点での同一項目聞の相関を表1511:

示す。母への対応，聴くなどの項目で有意な関連が認め

られたが，相関は低いものが多かった。

Careyの各項目聞の相関を表161ζ示す。 adaptabili-

ty. mood. approachの各項目聞には比較的強い関連

が認められた。

IBRと Careyとの聞で比較的関連の認められた項目

悶の相関を表1711:示す。 12か月時の母への対応由項目は

他の多くの項目と関迎が認められたが，他の項目聞の関

連は少なかった。

3 因子分析

以下5種類の因子分析に関して，累積寄与率は第5因

子でようやく50%を超えるものが多く，各因子の寄与率

は比較的低いため，特徴的な傾向を示す因子得点の高い

乳児はみられなかった。

(1) 共通項目+新生児期 NBAS

6か月 Caldwe1l5項目，基礎資料4項目， MDI'PDI 

一回一



表14 IBR問の単相関(右上半分が6か月時 53例，左下半分が 12か月時 52例)

g 

i芯(人対応 検者対応 母対応 協調 警成心 緊 扱 楽しさ 物対応 回線 注怠 真剣 活動 反応 見る 勝〈 発声 たたく いじる 身'J~ り t旨 玩具 運動力 粗大 微細

人対応 ¥ CL4" 5 031 - 0.3・74F -0初 ，...0.31 市 0.49* 0.18 0.26 0.15 0.2ゆ 0.3・84・a31 - 031 - 0.11 0.09 0.10 -0.01 0.04 -0.06 -0.16 030 2. -0.03 -0.12 

倹'Ii対応 0.26 ~ 031 - oEF 4同 04.3• -0.24 03z6 ，* a45 O.4O. 0328 .， ME  。si・0420 •• -0.02 0.13 0.14 0.23 0.25 0.24 -0.11 0.07 0.22 -0.10 -0ω 

録対応 0.02 030 z. ¥ 0.35 掌 -0.09 O.凹 0.25 032 z. 034 a. 0.20 。39* 0.42 
03z6 .4ド

0.15 O鈎- 0.34* 。ω 0.14 0.30. 0.13 0.07 0.32* -0.07 0.15 

協 鏑 0.25 。官 0.15 ~ 0.5・・4a. 0.27 a間46 CLz6e" S a 盟.干.唱参0惨 015・ 0.54・・ O-7-1 e 0.03 0出63 0.14 0.22 仏山48 029 --0.05 a幻 0.3傘" 0.07 0.22 

警波心 -0.33* ・0時63 -0.15 -o.~ω ・・・~ o.a 03" 9 。1す-o.4i* 04-0 1・-0出50 -03" 8 -0"45 ・0.43* -031 e -0.06 -0.15 -a3" 8 -0.20 O.OS 0.22 -0.19 -0.15 -0.16 

緊 強 0.30* 04.4 • 0.13 -0.5・e0e 015・・¥'~ -0-5-8 e 0.07 -0.21 0.07 -0.22 -0.11 -0.23 0.17 0.08 。，曲 -0.08 0.05 0.fJ7 -0.08 0.10 -0.20 0.00 -0.23 

楽しさ 04.1 • 025・。ω 1IE6・e2• ー0山66 -0.苗.~ 0.24 0.32* 0.25 04-2 4酔 0.3オ7跡事 03. 9 0.04 0.10 -0.13 0.16 0.17 0.13 0.10 -0.14 0.26 -0.12 -0.02 

物対応 0.14 0.24 0.01 04" 0 -0.24 0.'12* 024..5 • ~ 0"  79 0.6・9・oJ位.事 c臥札59 a-744 ，e 
0.05 0.31'・0.23 0.24 0.7.8 • 0z4ea5 $ -0.20 

CL15・，9.4ド0.';;* 0.15 0.27 

目 援 0.16 0.31 a凹
0.5.9 • O29 e -0.21 034..6 • 0.53 ~ 0，7e3 4B 6K*7・9・0.5i・ a-6-8 - O.OS 0.42'・0.13 0.3傘8e oEF 0.35- 。帥 。.4"7 eL28 - 0.12 0.20 

注 窓 02g - O.So- 0.08 04T -0.39 ・・ 0S5 z. 0.4嶋4 a事ω" oE・~ O. ~事6ω~ 04.1 • 。話・ 0.20 fK29 ze 0.09 0.28- az6..2 4F 
0.22 -0.25 04'2 z・0.16 0.01 0.10 

拠 剣 a29 4・。.;，' a帥 O.6.7 ， -0.25 -0.3t 0山62 OIl- o 1.7. 唱傘4ド。詰・~ 0間58 CL'7e5 • 0.08 0.43'・0.14 
a3z6 e. 0.7・・4・04.3 • -0.08 仏 :γ 0.36 ・4院 ":'0.01 0.27 

活 動 0.14 gK.4n " 0.25 0.35 ー・ -0.'5'・・9* -o.';;~ o.l.t a31 - 038 $ 0.2氾 0.23 ~ a'6・" 0.16 。4"0 CL33 2. 。4"1 a-5-1 - 0"73 ' -0.22 0.21 a2s.s " 0.16 0.36* 

反 応 0.20 0.10 0.20 0.26 -0.05 -0.05 0.29* 0.37 CL4" 2 0.10 0.39* 。曲~ 0.25 0山46 0.21 0.28'・o. ~“ ・・.. 04.3 • -tK2S z. 0同45 04" 4 0.09 0.19 

見 る 034 2. 0.18 -0.29 0.02 -0.11 目。 07 。ω 0.01 。ω O29 e 。制 0.05 0.02 ~ -0.03 0.24 -0.01 0.04 0.06 -0.14 0.05 0.11 0.fJ7 -0.19 

跨 く 0.23 0.17 025・e2• 。ω -0.14 -0.14 0.20 0.26 0.23 。oi 0.22 CL29 4酔 04" 0 。曲 ¥ 0.24 0.22 a34 - 0.23 -0.05 0.15 0.24 0.05 0.17 

発 声 0.06 0.48 0.23 。"，'-04.3 • 028 2. az5..1 • 
0.21 033 - a担- 04" 0 OK-547 ドード a28 ' 0.09 0.19 ~ 0.14 0.24 CL38 z. -0.11 0.16 a32 - 0.01 0.15 

たたく -0.15 0.03 aω -0.09 -0.02 0.08 0.08 〈K3"6 -0.05 0.15 0.00 029 $ 0.16 0:00 0.05 0.24 ~ 0.26 0.31'・ -0.16 0倒 0.25 。05 0.24 

いじる -0ω 0.25 0.13 0.33 事 目。 25 -0.34 0.4O* 。もす a“ 盟， 0.36 ・. 0.4.S • 0.3銘司.酔
0.3争.'

0.11 a31 e 0.3特6 03. a ~ 024..6 • -a30 • 0:臼・1・. 0.18 0.02 0.20 

身ぶり 0.05 0.24 a田 0.22 04.2 • -0.3嶋8 OS5 4酔 CL4" 3 0.26 0.14 0.2ゆ 。誌' 0.;;'* {弘 15 0.28* 0.42 a誌・ 。詰・¥ -0.14 a31 e 0.6・1・2・a占・ 0.32* 

指 -0.21 03" 6 -0.23 -0.幻 032 - O.ll 0.29 事 -0.11 -0.但 -0‘!o 0.10 -0.08 0.24 -0.03 -0.16 0.07 -0.01 -0.11 -0.15 ~ 0.27 -0.05 日 O.国 -0.05 

玩 貝 -0.16 臥08 0.28* 0.18 -0.18 0.15 0.06 0.19 0.01 -0.22 0.03 0.16 0.25 -0.17 o-sei e 0.03 0.11 0.27 0.34 -0.ω ~ 。幻 0.23 0.21 

遂動力 0.05 0.19 0.17 0.2ゆ -031 • a28 - 031 2. 0.24 0.27 0.03 0.12 0.'4'・;' 0.10 ""0.06 034 - 0.26 0.05 0.28* 。問4崎 -0.ω 0.22 ~ a15・a33 1. 

総 大 0.13 0.04 -0.04 0.04 -0.13 a29 - 0.18 0.26 ー0.02 0.02 0.08 
a3z6 ee -0.ω 0.00 0.21 。16 0.23 034 - 0328 •• 目。 03 0.16 0.21 ~ 028 -

徴 繍 0.20 -0.13 -045・-0.04 -0.03 -0.12 0.23 0.2Q 0.16 0.01 0.18 0.00 0.01 。04 -0.06 aω 0.04 0.08 0.10 0.01 -0.14 0.26 04-0 4・~ 

• 

国
口
毅
(
槌
)
言
持
活
S
融
協
丙
温
叫
が
U
ぃ
、
代
z
p
h
w
め
訪



日本総合愛育研究所紀要 第22集

4項目の計13項目の共通項目 Ir，生後 3，10，30日のNB司

AS 15項目を加えた合計28項目に関する因子分析を表18

Ir示す。ただし，乙れは東京，神奈川のみの29例につい

ての分析であるのて信頼性にやや欠ける。

第 l因子 Corientation特性と名づけることにする，

寄与率19.7%)において，出生田位の早さ，大都市，視

聴覚刺激への反応性の良さとの関連が認められた。

第 2因子 (30日運動特性，寄与率11.7%)において，

生後30日の運動発述の早さと生後6か月の精神・運動発

達の早さとの関連が認められた。

第 3因子(行動介入特性，寄与率9.9%)において，

罰の多吉，低学歴の母， 12か月児の運動発達の早さとの

関連が認められた。

第4因子(養育環境特性，寄与率 9.6%)において，

Caldwellの項目聞の関連が認められた。

(2) 共通項目+6か月 Carey

共通13項目に生後6か月白 Carey11項目を加えた合

計24項目Ir関する因子分析を表191ζ示す。

第 l因子(地域・教育特性，寄与率17.5%)において，

農魚村をもっ離島，低学歴の母， 12か月児の巡動発達の

早さとの関連が認められた。

第 2因子(安定順応特性，寄与率13.5%)において，

Careyの項目聞の関連が認められた。

第 3因子(養育環境特性，寄与率 9.2%)において，

第 1子，母の情緒的・言語的反応由設かさ，整っている

表16 生後6か月の Careyの項目閣の単相関 (52例)

rhythm. appr adapt. inten. mood pers. 

* 0.24 0.02 o. 10 0.33 0.04 -0.17 

『三二 0.03 029 * 0.04 0.08 白3E?

~ o.お本 o. 12 04*9 ** 0.10 

~ o T  
哩民

0.04 0.29 

~ 0.03 -0.24 

~ O. 22 

~ 
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表15 6か月 IBRと12か月 IBRとの単相関 (52例)

単相関係数

人 対 応 o. 16 

検者対応 0.19 

母 対 応 0.51ホヰホ

協 調 0.24 

警 戒 IL.'、 0.05 

緊 張 o. 12 

楽 し さ 0.33* 

物 対 応 0.17 

目 様 0.25 

注 怠 0.00 

( 同 貴Ij 0.37牢串

活 動 0.24 

反 応 o. 12 

見 る 0.20 

聴 く 0.40*ホ

発 声 0.08 

た た く 0.01 
L、 じ る 0.29* 

身 .. ，ミ り 0.33* 

指 o. 15 

玩 真 一0.14

連 動 力 0.26 

革担 大 0.28キ

微 細 0.36*本

distr thresh spont. resp 

0.18 o. 14 0.4司1容* 0.11 actlv. 

0.23 0.03 -01F o. 18 rhythm 

0.17 O. 11 0.04 -0.03 appr. 

03*8 ホ 0.23 -0.26 0.05 adapt. 

0.17 0.26 0.21 0.21 inten 

0.3本8* O. 14 0.09 0.19 mood 

O. 13 0.10 -od* -0.14 pers 

~ 0.10 0.13 0.02 distr. 

~ -0.26 0.22 thresh. 

~ 。訪* spont. 
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表17 IBR. Careyの項目聞の単相関 (52例)

6か月聴く 029 * ~ 
6か月発 声 0.34 * 0.24 ~ 
6カ主月 act1v -0.24 -029 * 0.01 ~ 
6か月 rhythm 0.16 0.20 0.17 -0.24 ~ 
6か月 adapt 0.21 031 * 033 * -0.10 0.29 * ~ 
6，か月 mood 0.26 028 * 0.28 * 0.04 0.08 。??~ 
6か月 pers. 0.13 0.00 0.11 -0.17 03*8 ホ 0.29 キ 0.22 人¥
6か月 distr 0.21 0.27 -O. 00 -0.18 0.23 0.3本8* 0.3本8判事 O. 13 ~ 
12か月母対応 0.*5ホ1* 04*4 * 0*4*6 本 -023* 04*2 * 04*0 * 0.4本3本 03*8 * 03*6 本~ 
12か 月聴く 0.4*0 * 0.4*0 * 0.24 -O. 27 0.08 0.20 0.21 0.02 0.17 0*5本2* ~ 
12か月発声 O. 16 0.19 0.08 0.09 O. 01 0.04 0.04 一0.03 -0.04 0.23 O. 19 

6か月 6か月 6か月 6か月 6か月 6か月 6か月 6か月 6地主月 12カ主月 12か月

L一一一一
母対応 聴く 発声 activ rh持加n adapt mood pers. distr 母対応 聴く

環境，母白児とかかわろうとする行動の多さ.12か月児

白精神発速の早さと白関連が認められた。

(3) 共通項目+6か月 IBR

共通13項目に生後6か月 IBR24項目を加えた合計37

項目に関する因子分析を表201~示す。

やや特徴的な第 l因子(皮応・関心特性，寄与率25.0

%)がみられ. 6か月時では検査時，検者や検査器具，

検査状況に反応，関心を示し，集中し，動作が活発な傾

向と，精神発達の早さとが関係していた。

第2因子(地域・教育特性，寄与率9.0%)において，

離島，低学歴の母，母への対応の良さとの関連が認めら

れた。

(4) 共通項目+12か月 IBR

共通13項目に生後12か月の IBR24項目を加えた合計

37項目 I~関する因子分析を表21に示す。

見知らぬ人や状況により反応，協調を示し，楽しむタ

イプと，見知らぬ人や状況に馴染めず緊張がみられるタ

イプとが対比的な第 1因子(対人特性，寄与率21.1%)

がみられた。

第2因子(地域・教育特性，寄与率11.29百)において，

大都市，高学歴の母，検査中微細連動は上手であるが，

聴覚刺激に余り興味を示さず，母親への対応の悪い乳児

との関連が認められた。

(1)(2)での養育環境特性は第4因子，寄与率7.5%.(3) 

での反応・関心特性は第5因子，寄与率6.2%であった。

(5) 共通項目+12か月 Nugent

共通13項目に生後12か月の Nugent20項目を加えた合

計33項目に関する因子分析を表221~示す。

両親か子どもに期待する因子として，外向・動的なタ

イプと内向・静的なタイプとが対比的な第 1因子(活動

特性，寄与率13.0%)がみられた。 (2)(3X.剖での地域・教

育特性は第2因子，寄与率10.4%であった。

第3因子〈性差意識特性，寄与率10.0%)において，

男児と，望みの高い子，冒険的な子を望む親との関連が

認められた。

(1)(2)での養育環境特性は第4因子，寄与率7.6%.(1) 

での行動介入特性は第5因子，寄与率7.05百であった。

4. 霊園帰分析

生後3.10. 30の NBAS15項目，生後10日. 6か月

の家庭観察 (Ca1dwell.Ege1and) 12項目の各々を総合

的に判断した場合，それらから6か月.12か月四 MDI.

PDIがどの位予測できるか璽相関係数を求めたものが

表23である。例えば表中最上段I~関しては. NBAS15項

目中5項目と 6か月 MDIと由霊相関係数はO.70であり，

ζれから寄与率~(重相関係数)2 を計算すると0.49とな

るので. 6か月 MDIの49必は NBASから説明できる
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表18 共通項目 +NBASの因子分析(パリマックス回転後の因子負荷量)(29例)

第 1因子 第 2因子 第 3因 子 第 4因子 第 5因 子

国 有 値 5.52 3.27 2.77 2.69 2.08 

寄与 率% 19.7 11. 7 9.9 9.6 7.4 

累 宅71 空品 19.7 31. 4 41. 3 50.9 58.3 

3 日 orien. 0.82 0.01 o. 12 0.08 0.20 

10 日 Orlen 0.82 0.09 0.21 0.03 -0.10 

30 日 Orlen 0.65 0.00 o. 13 0.06 0.32 

3 日 motor 0.29 0.10 -0.01 0.01 o. 12 

10 日 motor o. 15 o. 19 -0.27 0.31 -0.16 

30 日 motor 0.02 -0.09 0.09 0.11 

3 日 range 。11 0.33 o. 10 0.04 o. 12 

10 日 range 0.29 0.08 0.16 o. 17 0.03 

30 日 range 0.24 o. 13 0.06 0.23 0.05 

3 日 reg・ 0.11 -0.30 O. 43 一0.17 0.32 

10 日 reg. 0.23 -0.15 O. 11 O. 10 O. 27 

30 日 reg 0.23 O. 17 0.32 O. 17 0.00 

3 日 aut. 0.19 0.05 O. 11 -0.20 国10 日 aut O. 11 0.07 0.03 O. 06 

30 日 aut. -0.15 0.43 0.30 0.06 0.20 

6か月母情緒 0.07 0.10 O. 14 。ぉ| -0.07 

6か月罰 O. 22 0.07 8ω| 0.38 -0.11 

6か月 環境 O. 20 0.02 O. 22 国 0.09 

6か月母行動 O. 25 O. 03 O. 19 0.04 

6か月 刺激 0.03 O. 20 0.03 O. 27 t -0.71 t 

出生順位 t -0.63 t 0.19 一0.21 一0.19 0.06 

男女 0.09 -0.15 0.01 0.12 0.05 

地域 0.28 0.01 0.08 0.26 

母学歴 o. 38 一0.09 t -0.64 t 0.18 0.01 

6か月 MDI O. 27 国 0.03 0.05 0.41 

6か月 PDI 0.16 0.13 0.23 O. 16 

12か月 MDI 0.09 -0.39 o. 16 0.29 0.36 

12か月 PDI -0.25 ーO.11 O. 12 0.05 
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表19 共通項目+Careyの因子分析(パリマックス回転後の因子負荷量)(48例)

第 l因子 第 2因子

国 有 値 4.20 3.24 

寄 与率 % 17.5 13.5 

累 穂 芦百 17.5 31. 0 

6か月母情緒 一0.02 0.34 

6か月間 0.21 -0.03 

6か月 環境 -0.16 0.02 

6か月母行動 0.09 -0.21 

6か 月刺激 O. 14 0.02 

出生順位 -0.37 -0.02 

男女 0.47 0.29 

地域 国 0.35 

母学歴 0.31 

6か月 MDI 0.08 0.07 

6か月 PDI -0.04 -0.14 

12か月 MDI 0.21 0.31 

12か月 PDI 8ω| -0.06 

6か月 activ. O. 17 -0.00 

6か月 rhythm 0.04 O. 14 

6か月 appr 0.07 EE 6か月 adapt. -0.18 

6か月 inten 0.06 O. 15 

6か月 mood -0.05 。ω|
6か月 pers. 0.19 0.26 

6か月 d陪 tr. -0.22 0.45 

6か月 thresh. O. 20 O. 14 

6か月 spont 0.01 一O.15 

6か月 resp. -0.05 0.06 

ζとを示している。説明変数の項目の記蜘由は MDIと

の単相関係数の高いものの順である。

NBAS.家庭観察と MDI.PDIとは全ての組み合わ

せで有意に関辿があった。 6か月児の精神・運動発達に

対して NBASからの寄与率は49--53$百であったが.12 

か月児では26-37労とやや低下していた。家庭観察から

の影響に関しては，生後6か月時の精神・運動発達IC対

しては生後10日時の環境から，生後12か月時の発達は生

後6か月時の環境からの影響が強かった。

5. 数量化理論I類

生後6か月時点での種々白評価の組み合わせから12か

月時の発達がどの位予測できる均>48例について数量化理

論I類で分析したものが表24である。乳児自身の能力な

ど変更しにくい項目 (6か月 MDI6カテゴリー. 6か

月 PDI6カテゴリー，出生順位4カテゴリー，男女2

カテゴリー，地域3カテゴリー〉をA群，家庭観察評価

第 3因子 第 4因子 第 5因子

2.20 1. 78 1. 73 

9.2 7.4 7.2 

40.2 47.6 54:9 

1 0.541 0.17 0.03 

0.09 0.05 0.20 

国 0.01 -0.07 

O. 15 0.07 

0.09 0.05 。ω| -0.16 O. 14 

0.22 0.15 -0.20 

0.11 0.06 O. 16 

-0.08 0.03 -0.04 

-0.22 -0.12 

l 国0.14 0.33 

1-0.561 -0.03 -0.36 

0.12 -0.03 0.37 

-0.02 0.08 -0.14 

0.09 0.06 -0.17 

0.04 -0.03 O. 14 

-0.00 0.05 0.06 

0.20 0.20 0.01 

0.05 0.08 O. 16 

0.30 -0.08 0.11 

-0.09 0.06 0.03 

0.10 0.07 0.06 

0.14 ロ2 0.00 

-0.08 0.14 

項自であり適切な育児として変えられる項目(母情緒3

カテゴリー，罰3カテゴリー，環境4カテゴリー，母行

動4カテゴリー，日常刺激4カテゴリー?をB群とした。

A群のみの説明変数から12か月時の発達は28-'48%予測

可能であったが.A群.B群合わせて説明変数とした場

合75-82%予測可能であった。

A群.B群の項目合わせて予測した12か月 MDIの予

曲目値と12か月 MDIの実測値との相関を図 11C示す。予

損l胞と実測値は土10位の範囲内でかなり一致していた。

A群. B群由項目の各カテゴリ一日j白12か月時MDI.

PDI (/)平均値を表25に示す。

6. '7ラスター分析

49例以上評価し得た項目のうち比較的代表的な項目を

64項目選びクラスター分析した樹形図が図2である。乙

れは，項目間相互の相関係数から各項目をクラスター分

析したもので，稲互の関連の強いものほど下の位置で同
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表20 共通項目+6か月 IBRの因子分析(パリマックス回転後の因子負荷量)(48例)

第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因 子 第 5因子

固 有 値 9. 23 3.33 2.69 2.52 2.19 
寄与 率% 25.0 9.0 7.3 6.8 5.9 
泉 積 % 25.0 34.0 41. 3 48. 1 54.0 

6か月母情緒 0.08 o. 11 0.16 -0.02 0.03 
6か月罰 -0.06 0.28 0.15 o. 10 0.10 
6か月環境 0.27 0.03 ヒ司 0.04 一o.14 
6か月母行動 0.12 -0.23 0.00 0.00 
6か月刺激 -0.04 -0.06 o. 15 0.21 o. 05 
出生順位 -0.19 0.29 -0.45 -0.08 0.09 
男 女 o. 15 -0.13 -0.23 o. 27 0.32 
地 域 -0.12 日亙 -0.13 一0.05 0.10 
母学歴 0.02 0.13 0.03 0.11 
6か月 MD1 O. 18 0.10 0.09 0.36 
6，か月 PD1 0.33 0.06 0.24 0.05 0.42 
12か月 MD1 0.34 0.24 0.19 O. 33 -0.22 
12か月 PD1 0.14 0.41 o. 14 -0.02 -0.30 
6か月人対応 0.24 0.16 0.00 [3叫 o. 17 
6か月検者対応 0.48 O. 33 o. 15 o. 36 O. 16 
6か月母対応 O. 26 0.13 0.13 0.20 
6か月協調 EE 0.17 0.22 o. 30 -0.05 
6か月警戒心 O. 16 0.00 o. 30 0.01 
6か 月緊 張 o. 05 0.01 O. 12 国 0.01 
6か月楽しさ 0.31 0.01 0.12 -0.04 

6か月物対応 0.91 0.00 0.01 0.01 0.18 
6か月 目標 0.83 -0.10 O. 11 0.21 0.10 
6か月注意 0.78 一0.22 O. 18 0.03 0.02 
6か月築費rJ 0.86 0.09 0.09 -0.17 0.10 
6か 月活 動 0.53 0.18 O. 15 0.16 1-0.621 
6か 月反 応 0.76 0.20 0.05 一0.23 -0.15 
6か 月 見 る 0.00 0.08 0.11 0.02 0.10 
6か月聴く 0.46 0.38 0.44 O. 11 0.01 

6か 月発 声 O. 16 0.42 0.16 0.19 -0.33 

6か月たたく 0.26 0.07 0.03 0.02 0.27 
6か月いじる 0.831 -0.04 0.06 0.21 0.04 
6か月身ぷり O. 35 0.10 0.08 O. 17 [3ω| 
6か月指 -0.24 -0.02 0.02 -0.14 0.08 
6か 月玩 具 。11 O. 08 O. 26 -0.17 
6か月連動力 0.23 0.11 0.07 一0.21 国6か月粗大 0.04 0.37 0.12 0.10 

6か 月微 細 0.14 0.01 O. 15 0.01 0.36 
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表21 共通項目+12か月 IBR由因子分析(パリマックス回転後の因子負荷量)(48例)

| 第 1因子 第 2因子 第 3因 子 第 4因子 第 5因 子

固 有 値 7.79 4. 13 2.90 2. 76 2.28 

寄与率% 21.1 11. 2 7.8 7.5 6.2 

累 積 % 21.1 32. 3 40.1 47.5 53. 7 

6か月母情緒 0.08 -0.33 -0.07 O. 15 

6か月罰 -0.01 0.22 -0.00 O. 13 -，0.03 

6か 月環境 -0.24 0.02 0.07 

ロ亙
0.32 

6か月母行動 0.18 0.09 0.21 O. 12 

6か 月刺激 0.01 -0.10 0.29 0.25 -0.05 

出生順位 0.06 -0.14 -0.06 1-0.701 -0.20 

男 女 -0.17 O. 10 0.20 -0.09 0.11 

地 域 0.01 国 O. 21 0.14 -0.19 

母学歴 O. 14 0.02 0.29 -0.06 

6か月 MDI 0.00 0.11 -0.06 0.13 0.43 

6か月 PDI 0.10 O. 10 0.05 0.10 0.31 

12か月 MDI 0.05 0.28 0.08 0.31 

12か月 PDI 0.03 -0.28 0.25 0.02 0.07 

12か月人対応 E 0.11 -0.09 0.21 O. 16 

12か月検者対応 一0.12 -0.03 O. 12 0.25 

12か月母対応 0.07 1 0.81 1 0.06 O. 18 O. 10 

12か 月協調 0.54 0.04 -0.09 0.04 O.ω| 

12か月警動心 -0.85 0.04 0.01 0.01 -0.15 

12か 月緊張 0.73 O. 18 O. 15 0.33 -0.12 

12か月楽しさ O. 73 0.04 0.21 -0.05 0.47 

12か月物対応 O. 13 O. 14 0.01 0.56 

12';'月 目標 0.17 0.02 O. 01 0.08 0.84 

12か 月注意 0.35 0.20 0.11 -0.00 0.56 

12か 月真剣 0.33 0.06 0.10 0.11 0.81 

12か 月活動 O. 15 0.44 0.33 0.02 

12か月 反応 -0.01 -0.20 0.28 0.17 

12か 月 見 る 0.21 日亙 0.01 0.32 -0.08 

12か 月聴く 0.17 0.24 0.09 O. 13 

12か 月発声 -0.15 O. 25 0.34 0.25 

12か月たたく 0.02 0.05 0.81 0.01 -0.04 

12か月いじる O. 16 0.11 0.58 O. 19 0.46 

12か月身ぶり 0.30 0.04 0.69 0.14 0.11 

12か月指 -0.26 O. 14 0.02 O. 13 0.01 

12か月 玩具 0.00 -0.36 0.24 0.01 0.02 

12か月運動力 0.29 O. 15 0.29 -0.07 0.08 

12か 月粗大 0.24 O. 16 0.46 0.16 -0.23 

12か 月微細 0.04 O. 12 一O.14 0.09 
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表22 共通項目+Nugent白悶子分析(パリマックス回転後の因子負荷量)(47例)

第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子 第 5因子

国 有 値 4.29 3.42 3.31 2.51 2.32 

寄与 率 % 13.0 10.4 10.0 7.6 7.0 

E且 積 % 13.0 23.4 33.4 41. 0 48. 1 

6か月母情緒 0.06 o. 16 0.22 0.04 

6か月部 -0.08 一0.21 -0.09 0.11 

6か月環境 0.09 一0.08 0.10 ロE 0.09 

6か月母行動 o. 15 -0.3日 0.17 o. 12 

6か月刺激 0.06 0.07 0.02 0.08 0.08 

出生順位 o. 14 o. 28 o. 14 -0.48 o. 10 

男女 -0.18 0.08 1-0.631 0.06 -0.13 

地域 0.01 国 -0.03 一0.11 0.03 
母学歴 -0.17 0.08 0.02 0.26 

6か月 MDI 0.05 o. 10 O. 10 0.34 0.00 

6か月 PDI 0.05 0.02 0.04 0.09 O. 19 

12か月 MDI 0.00 0.19 O. 18 。偲| -0.20 

12か月 PDI 0.04 O. 25 O. 19 O. 18 1-0.51 1 
12か 月活 発 0.01 0.06 0.14 0.01 

12か 月 来 直 0.06 0.17 一0.26 0.04 O. 09 

12か月性格軽 0.17 0.15 0.07 0.05 O. 44 

12か 月従 順 1-0.631 0.15 O. 13 O. 11 0.01 

12か月従う 0.28 0.35 一0.14 0.04 0.32 

12か月望み低 。11 0.30 |-0.63| 0.13 0.14 

12か月喜ぷ 0.05 0.07 0.02 -0.29 一0.15

12か月考える O. 18 0.30 一O.15 0.05 -0.04 

12か月 世間 0.02 0.05 O. 28 0.01 0.08 

12か月官険 0.02 一0.03 。ω| 0.08 O. 13 

12か月 明普通 O. 73 -0.04 0.14 0.07 -0.06 

12か 月話 す 0.77 0.21 0.12 -0.00 O. 12 

12か 月気 持 -0.58 0.22 0.04 一0.07 0.00 

12か 月協 力 O. 09 O. 10 一0.22 O. 26 0.01 

12か 月人 先 O. 11 -0.02 0.07 0.09 0.05 

12か月マイ -0.12 -0.03 0.08 0.04 O. 11 

12か月科学 -0.04 0.14 0.19 O. 10 -0.02 

12か 月学 問 ロ亙 0.47 ー0.09 ー0.41 -0.05 

12か月打解 0.09 0.02 O. 29 0.31 

12か月独立 0.11 0.27 0.12 0.08 0.08 
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表23 Bayleyとの重相関(ステップワイズ法)

目的変数Bayley項目

6か月 MDI 

6か月 PDI 

12か月 MDI 

12か月 PDI 

説明変数，他の項目

NBAS(10日aut.，30日motor，3日reg.，10日orien.，10日reg.)

家路観察(10日祖母，10日不安)

NBAS(30日motor，3日reg.，10日orien.，lO日range，308orien.)

家庭観察(10日祖母.6か月環境)

NBAS(3日reg.，羽田motor，30日range)

家庭観察(6か月環境. 6か月情緒. 6か月罰)

NBAS( 3日reg..3日orien.)

家庭観察(6か月罰. 6か月環境)

表24 Bayleyとの数量化理論 I類 (48例)

1目2カ〉的月B変ayle数y 警Jおも昔 寄~(重相与関係数、率)2 

A群のみ 0.48 

12か月 MDI B群のみ 0.35 

A群+B群 0.82 

A群のみ O. 28 

12か月 PDI B群のみ 0.27 

A群+B群 0.75 

A群:6か月児の発達等変更しにくい項目

B群・適切な育児により変えられる項目

140. 

12か月 MDI
;J!測線

120 

11> 
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• • 
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エベ，
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12か月 MDI予測偵

図1 相関図
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重相関係数(例激)

O. 70紳 (33)

0.50帥 (38)

O. 73**(33) 

0.40* (38) 

0.61*ホ(32)

0.62**(37) 

0.51宇 (32)

0.44* (37) 
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表25 カテゴリー別の12か月時 MDI， PDI白平均

値 (48例〉

じグループに分類されている。

6か月 Bayley，12か月 Bayley，悶子分析でみられ

た養育環境特性，反応，関心特性，安定・順応特性，地

域・教育特性，環境・気質特性などの項目とうしが同じ

グループIC分類されていた。因子分析で見出されなかっ

た項目聞の関連として，養育環境特性と祖母の育児参加

の干監宣，安定・順応特性と生後10日の運動機能などの関

連が認められた。

項 目 範囲(例数〕

6か月 MDI 69-79( 2) 
80-89(10) 

90-99(15) 
100-1O9( 8) 

110-119(10) 
120-124( 3) 

6地〉月 PDI 71-79( 3) 
80-89( 8) 
90-99(10) 
100-109(21) 
11O-l19( 3) 
120-124( 3) 

出生順位 第 l子(22)
第 2子(16)
第 3子(6) 
第 4，5子(4) 

性 男 児(26)
女 児(22)

地 域 東 京(17)
神奈)11(11)
長 崎(20)

6か月母情緒 5 -6 (9) 
7 -8 (20) 
9 -10 (19) 

6か月間 5 -6 ( 2) 
7 -8 (26) 
9 -10 (20) 

6か 月環 境 2 -4 (2) 
5 -6 (7) 
7-8 (31) 
9-10(8) 

6か月母行動 。-4(9) 

5 -6 (14) 
7 -8 (19) 
9-10(6) 

6か 月刺 激 1-4 (16) 
5-6 (16) 

7 -8 (10) 
9-10 ( 6) 

MDI 

107.5 

108.2 
115.9 

116.3 
121. 9 
117.3 

112.3 
109. 1 
120.5 
115.0 
118.0 
118.0 

115.1 
121. 2 
105.5 
108.3 

114.9 
115.9 

116.3 
108.2 
118.5 

112.8 
112.0 
120. 1 

118.0 
116.0 
114.2 

104.0 
108.7 
115.4 
123.9 

111.7 
113.9 
117.3 
118.0 

114.3 
115.4 

116.2 

116.8 

PDI 

93.0 
96. 7 
104.6 

109.3 
102.3 
106. 3 

97.0 
93.8 
100.4 
109.5 
93.0 
104.7 

103.3 
103.4 
100.8 
101. 5 

104.6 
100.9 

99.4 

103.1 
105.8 

100. 1 
102.7 
104.4 

122.5 
105.3 
97.7 

93.0 
100.4 
103.1 
106.8 

102.1 
104.8 
101. 7 

102.8 
106.1 

98.1 
102.5 

図2の項目聞で泊分析では，男女差， 6か月母情緒.

6か月罰， 12か月 PDIなどの項目は他の項目との関連

が比較的少なかった。

羽考察

生後3日から12か月までO53例の新生児・乳児の養育

環境並びに粉神・巡動・行動発速に関係する 114項目に

関してコンビューター分析を行った。都会，都市近郊，

離島の3地域の症例であるので，ほぽ日本人全体を代表

していると考えられる。また，児や環境の評価の際は，

直接検者が観察・評価するものを多くし，できるだけ偏

りを少なく同一基準で採点できるよう検者聞の信頼性を

高めた。しかし，地域が異なる場合，病産院や各家庭の

都合(地理，建物の構造，病産院のシステム，続の理解

・協力程度の相異など)により評価場面を全く同一には

できなかった白で，やむを得ず評L価値IC偏りのある項目

もあるであろう。しかし，多少偏りがあっても，乳児の

発達の本質は各地域で同じであると仮定すれば3つの地

域をまとめて分析することは意義があると考えられる。

I人の乳児に対して評価した細項目は 1，000個以上に

及ぶが，それらを lつ Iつ解析するととは，統計学的に

必ずしも意味が少なく.また現在のパソコンソフトでは

入力できないので， IBRと Nugent以外の評価値に関

しては同じような意味のある細項目をまとめ， 114項目

を入力解析した。

1人の乳児K関して全項目を評価し得たわけで怯なく，

いくつかの項目で欠損iJi置が生じた。欠測値のある場合，

統計上の処理方法はいろいろあるが，今回の報告では各

各の計算式上欠損l値のある症例は除いて計算した。その

場合，症例数が少なくなると乙と IC~変理解析の場合，

意味がなくなるので， 29例以上症例目ある場合のみ計算

した。従って各々の統計値に関して症例数を記載し，極

力有意検定を行った。

6， 12か月の乳児の指標として精神発達，運動発達，

行動様式を中心IC分析したが，健常児φ場合，それらは

児の将来の発逮と余り大きな関迎はないといわれてい
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る12Lしかし，乳児が発達して少しずついろいろなこと

ができるようになる己とは，その時点で乳児自身Kとっ

ても，また周囲白人達にとっても喜びであり，親子にと

ってある 1つの面から考えれば幸せであるとの仮定のも

とに分析を行った。

最近は統計的手法，パーソナノレコンビューター，その

ソフト共に改良改善が行われている白で，それらを使用

して解析した。乳児の発達lζ関しての代表的回帰式，予

測式がコンピューターソフト1<:組み込まれる場合，各々

遺伝的・環境的1<:個人差のある乳児1<:.各々どういう育

児方針が望ましいか分析できるととになる。今回の報告

では53例と少数例白分析であるので，その予測式を作成

するととは無理があると考え作成しなかったが，より多

数例について評価すればそれも可能になると考えられる。

以下，各項目毎IC考察する。

1 地域差

調査した 3つの地域にそれぞれ種々D特徴があること

は当然考えられるが，厳密1<:分析する乙とは前述の通り

困難である。ただ，実際の生活と評価場面を想定しなが

ら地域別の単純集計の結果をみると以下の点が考えられ

る。表3より. 6か月児の家庭環境には余り差がみられ

なかったが，表2より新生児期の家庭環境には多くの相

違が認められた。ことに長崎の離島の新生児の家庭潔墳

は他地域と大きく異なり，新生児に対する母親白適切な

情緒的・言語的・行動的刺激 (Caldwellで良好と判断

されている項目〉は少なく，その為もあり，検者の家庭

訪問に際して不安をいだく母親が比較的多かったよう

に恩われる。離島白新生児は，産院から自宅IC帰ると母

親が育てるというより祖母が過剰に児に構いすぎている

ようであったが，これらの傾向は表5より乳児自発速に

悪影響は及ぼしていないと考えられる。

表19-22の因子分析の結果からみると，地域差は母親

の学歴と密接1<:関連しており，離島で低学歴の母親から

出生した児の方が，札 12か月時1<:母親へ白対応が良く，

12か月時に巡動発達は早かった。乳児の発速にとって，

東京，小都市，町村の環境を比較すると東京が一番望ま

しくないと2C年前の報告耐にあるが，最近の報告 14)で

は都市化が地方にまで及んでいるので全国的レベルでは

地域差は余りみられないといわれている。しかし，離島

の環境にはまだ昔の日本の環境が残っている可能性が考

えられる

2 男女差

表22などより親の子ども忙対する期待感には相異がみ

られたが，乳児白精神・運動・行動発速には有意差はみ

られなかった。乳児の発述IC関して多少の性差は報

告 15-17)されているが，乳児期1<:は余り性差を意識しな

いで養育して良いと考えられる。

3 出生順位

他の報告 14，15)と同様，出生順位は多くの養育環境と

i刻述していた。出生順位の早い方が，母親が育児ι不慣

れであるためか新生児期に祖母の育児参加白程度が高く

(単相関係数0.55).生後6か月の家庭環境は盤っており

(表13.19. 21).:2か月時のす#神発達は早い傾向(表19.

25)であった。第 I子は食事，習癖，性格，交友，生活

態度の各領域で問題をもちやすく 15) 母親は育児不安に

陥りやすいといわれているがω'第 1子の乳児由実際の

家庭環境は惑くなく，母親がそれほど心配する必要はな

いと考えられる。

4 祖母の育児怠加

新生児期の祖母の育児重量加の程度は，第 l子1<:.また

東京，長崎に多く(表 2).これらの場合，生後6.12か

月時1<:児白~W神発達が早かった(表 5. 8. 10)。新生児

期の家路訪問の際，祖母にいろいろ育児を手伝ってもら

うζとを母親は恥ずかしそうにする乙とが多かったが，

産後の母体の回復が完全でない時に家族，親戚白中でお

互い手助けし合うととは doula効果となり 3) 乳児自発

迷IC好影響を与えると考えられる。

5. NBAS 

生後30日の辺助発述 (30日motor)は生後6.12か月

の精神・巡動発達と有:tt1<:li問辿があり(表8-10).因子

分析(表18)でも羽田辺勤特性としての関連が認められ

た。この評価項目としての筋緊張，五li動白成熟度，座位

への引き起乙 l.防御巡動，活動性は，生後30日乳児の

発達の lつ白指標になると考えられる。

視聴覚刺激への反応性(orientation)に|却しでは，生

後 3.10日の偲は12か月運動発達と負相関(表11).生後

30日の値は6か月精神発迷(表8).12か月精神発述(単

相関係数0.24)と正相関の傾向が認められた。生後数日

の新生児の orientationは原始反射的なもので，生後初

日の orientationは児のすw神発達の程度を示す可能性が

考えられる。表18の因子分析からは，東京の第 I子に

orientationが良い結果であったが，検者の評価手技に

多少白偏りがあった可能性も考えられる。

新生児期の自律調整能力 Cautonomicstability)は

生後6か月のすw神発注(表8λ12か月粉神発迷(単相

関係数3日 0.24.10日-0.20.30日-0.30)と負相関

の傾向があった。健康新生児の場合，その評価項目とし

ての振戦，驚がく反射，皮腐色の変化性が多くみられて

も心配いらないと考えられる。

生後30日の状態の変化性 (rangeof state)は生後6
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か月の母情緒，環境と負相関(表13)，生後10，30日の状

態の調節能力 Cregulationof sta胎)は各々，母行動，

罰と正相関(表13)がみられた。新生児がど由程度泣き

やすいか，泣いた時の様子はどうか等，泣いたり眠った

りの状態由変わりやすさは，生後6か月時の児の家庭環

境にいろいろ影響を及ぼしていると考えられる。

表23の霊相関分析では，新生児期に3固 NBASを評

価することにより生後6か月時の精神・通勤発達は49-

53%，生後12か月時は26-37%予測可能であった。統計

学的に自由度調整した場合はこれらD値より約10%値が

低くなるが，新生児期白 NBASと乳児期の発達と由関

連を示している。

6 家庭環境

新生児期の家庭環境では 4で述べたように，祖母の育

児参加の程度が乳児の発達It比較的大きな影響を与えて

いると考えられる。

生後6か月時の家庭環境It関して，表12より Caldwel1

の項目閣の関連は，母行動と母情緒，環境以外は強くな

く，表13より生後10日の Caldwellと6か月 Caldwell

との有意な関連を示す項目は見出されなかった。表13か

ら考えられる点は，乙れら生後6か月時の家庭環境の項

目は， 6か月時の粉神・連動・行動発達との関連は比較

的少なく，出生順位や新生児期由行動評価値 (NBAS)

との関連が強く，新生児自身からの影響が強いように考

えられる。また，生後12か月時白精神・迎動・行動発達

との関連を示す項目も多く，生後6か月時の家庭環境は

12か月時の児の発達It強く影響しているととが考えられ

る(表25)。

因子分析からは養育環境特性(表19，22)が認められ，

母親が積極的に児との関係をもとう占する環境が12か月

時の児の精神発達の早さと関係すると考えられる。行動

介入特性(表18，22)からは，児に対する制限や前の多

い方が12か月時の運動溌遥が早いという結果であったが，

6か月罰の項目の粗点目大部分は 8-10であり(表 3，

25)，減点された場合， rペットがいない」または r本が

10冊以上おいていない」という細項目が多かった。従っ

て乙れらの場合に運動発達が早いということになるので

本来の意味での罰や制限の多さとの関連は必ずしも明確

でない。

表23の霊相関分析では， 6か月児由精神発達は生後10

自の潔墳から25%，12か月児の精神発達は生後6か月の

環境から389百説明されていた。しかし，運動発速は各々

16%， 19，百しか説明できず，調査した項目からの巡勧発

達の予測性は乏しかった。また，生後12か月時の精神・

運動発達を説明する項目として，生後10日の家庭環境の

項目はステップワイズ法では一項目も取り込まれなかっ

た。祖母の育児参加など新生児期の環境が間接的It12か

月児の発達It影響は及ぼしても，直接的な影響は少ない

と考えられる。

表24由数量化分析は48例について自分析であるので，

カテゴリー区分の方法によって結果は大きく変わる値で

ある。しかし，乳児の発達を遺伝的な影響など変えにく

い部分と，養育環境として変えうる部分K分けて考える

場合に目安となる数値である。表241t関して前者のみか

ら28-48%，両者合わせて75-82%予測可能であったの

で，乙の差34-47%が生後6か月時It適切な育児をする

ことにより12か月時の精神・運動発逮を変えられる割合

と計算される。 6か月乳児が遺伝的・環境的It規定され

τいる乳児自身の発達，出生順位，性，地域を考慮して

個人個人の乳児に合った家庭環境を盤えると， 12か月時

の発達をより良い方向にもっていけると考えられる。

7. Carey 

表16で単相関係数の高かった項目 approach'.，'ada-

ptability. mo'odは表19の因子分析で安定国応特性と

して認められ，対人関係を好み，人や新しい環境を受け

入れ，ぐずるζとが少なく上機嫌な乙とが多いタイプと

そうでない場合との特徴がみられた。

表19において寄与率は低かったが， 6か月時陪おいて

環境の刺激が豊かである己とと，気質的に対人への反応

がよくみられ，活気・窓欲がみられる乙ととが関連する

第 4因子 C環境・気質特性，寄与率7.4%)がみられた。

6か月時の Careyの項目は，生後6，12か月の精神・

連動発逮と有意に関連を示す項目は見出されなかったが

(表8-11)， 12か月時の母への対応とは関連を示す項目

が多かった(表17)。母親へのアンケート調査である

Carey由乳児用行動様式質問は，母と児との対応を主

It調査する気質質問様式のように考えられる。

8. IBR 

表14，20，-21より，生後6か月時には反応・関心特性，

生後12か月時には対人特性が主にみられた。 6か月時の

Bayleyでは，人や物Itより関心を示しより多く反応す

るζとで，精神発達の評価値が高くなると考え色れる。

12か月時では，検者It対して人みしりしないですく、楽し

く遊べる乙とが Iつの大きなポイントになっていると考

えられる。

図2のクラスター分析で 6か月 Bayle.y， 12か月

Bayleyは各々の項目閣で大きな関連が認められた。同

一日時に同一場簡で同一検者が評価しているためと考え

られる。

9. Nugent 
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親の子どもに対する期待感と生後6か月時の発達とは

関連のある項目は見出されなかったが(表8，9)，表10

より，学問ができるより運動ができる子を親が望む方

が.かえって12か月児の精神発達が早い傾向であったこ

とは注目すべきである。最近は早期教育の是非がいろい

ろ議論されているが， 1歳前後四低年齢では，運動簡を

中心とした遊びが児の発速に好ましいと考えられる。

v![ まとめ

前報1)からの継続研究として，生後3日-12か月の健

康な乳児の粉神・運動・行動発達と家庭環境とを縦断的

に経過観察した。対象は東京，神奈川，長崎の乳児53名

であった。生後3，10， 30日に新生児行動評価，生後10

日， 6か月に Caldwell家庭観察， Egeland母子相互

作用評価，生後6，12か月 ICBayley乳幼児発達検査，

生後6か月に Carey乳児用行動様式質問，生後12か月

H:: Nugent両親期待選好尺度を実施l."出生順位，男

女，地域，母の学歴と共に 114項目を選び，パソコンに

入力・集計し，多変量解析等を行った。主な結果は以下

の通りである。

① 新生児期の長崎の離島の家庭環境は他地域とは異な

る点が多かった。

②生後10日時の祖母の育児参加の程度の多いほど，生

後払 12か月時の精神発達は早かった。

@生後30日の運動発達(筋緊張，巡動白成熟度，座位

への引き起こし，防御運動，活動性〉の良好なほど，

生後6，12か月時白精神・運動発達は早かった。

@生後6か月児の家庭環境は，同時点での発達との関

辿は余りみられなかったが，新生児行動評価値や12か

月時の精神・運動発達との関巡は比較的強かった。

⑤ 離島で低学歴の母親から出生した児の方が，生後12

か月時の運動発達は早かった。

⑥ 出生順位は早い方が，新生児期に祖母の育児参加の

程度が高く，生後6か月時の家庭環境は整っており，

生後12か月時の精神発達は早い傾向であった。

⑦ 重回帰分析，数量化理論 I額で解析する乙とICより，

生後12か月時の精神・運動発達は，生後6か月の時点

て由〉なり予測できた。

以上白点は，乳児自身の発達，出生順位，地域差など

を考慮して個人個人の乳児にあった家庭環境を整えると

とにより， 12か月時の発達をより良い方向にもっていけ

る己とを示している。乳児の発速において lつ白現象だ

けをとらえて将来を予測するζ とはほとんど不可能であ

るが，複数の現象を種々の評価法を用いて評価し総合的

IC判断する場合，乳児白発達がある程度予測可能である

と考えられる。

本研究の要旨は第33回日本小児保俗学会にて発表した。

なお，本研究の研究費は一部，厚生省「母子相互作用研

究班」の研究費による。

研究の実施白際，新生児期に関して神奈川では渥美真

理子先生，長崎では T.Berry Brazelton先生. Tho-

mas Brazelton君，その後の長崎での経過観察には川

口幸義先生，山口和正先生，後藤ヨシ子先生，福江・有

川保健所の保健婦さん，久米産婦人科医院白方々等IC参

加していただいたζと，また数々の御指導御鞭迭を T.

Berry Brazelton先生，小林登先生，高橋悦二郎先生

からいただいたことIC深謝いたします。
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Abstract 

Computer Analysis on the Development of Infant 

Tadaaki KATO. Takehiro AMINO. Akiko MARUO. 

Reiko YUKAWA. Noriko KATO. 

Chisato KAWASAKI. Tomitaro AKIY AMA 

We followed up the mental， motor， behavioral development and home environment of the 

healthy infant from 3 days of age to 12 months， as the continuous study of previous report. 

The objec胎 were53 infants in Tokyo. Kanagawa， and Nagasaki. We examined them by Neo 

natal Behavioral Assessment 8cale on 3， 10， & 30 days of age， by Home Observation for Mea-

surement of the Environment (Caldwell) and Mother-Infant Interaction Scale (Egeland) on 10 

days of age & 6 months， by Bayley Scales of Infant Development on 6 & 12 months of age，and 

obtained the information through Infant Temperament Questionnaire (Carey) on 6 months of 

age， and through Parental Preference Scale (Nugent) on 12 months of age. Their data including 

birth order， sex， region， and education of mother were summarized in 114 items. They were 

inputted and calculated in personal compu同rNEC. PC-9801 VM4. The main results are as fol-

lows. 

(1) The home environment of solitary islands in Nagasaki during neonatal period had many 

differe叫 itemscompared with other region. 

(2) The more amount of grandmother interaction/participation during neonatal period， the 

earlier mental development of infant of 6 & 12 mon出sof age. 

(3) The good motor development of 30 days of age (musc1e tonus， motor maturity，pull-to-sit， 

defensive movement， and activity) had relationship with early mental & motor development 

of 6 & 12 months of age 

(4) The home environment of the infant of 6 months of age had no significant relationship 

with the development of same age， but had several significant relationship with several 

items of Neonatal Behavioral Assessment Scale and with mental & motor development of12 

months of age. 

(5) The infant born by low-educated mother in solitary islands had good motor development 

at 12 months of age 

(6) The earlier birth order， the more amount of grandmother interaction/participation. Such 

cases， the infants had good home environment at 6 months of age and showed early mental 

development at 12 months of age. 

(7) Using multiple regression analysis etc. we could predict the mental & motor development 

。f12 months of age at 6 months. 

These results show that we can alter the development of infant of 12 months of age adjusting 

the home environment fitted to each infant considering their development. birth order， and re-

gion etc. It is impossible to predict the future development of infant considering only one phe 

nomenon. But we consider that we can predict it if we judge comprehensively after we assess 

the infant about many items using several assessment scale 
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